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重力計鉛直アレイ観測 -平成26年度-
Gravimetrical vertical array observation -the 2014 fiscal year-
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ここで述べる重力計鉛直アレイとは、瑞浪超深地層研究所（MIU）の坑道を利用して、不圧地下水面を挟んで gPhone重
力計を配置し、降雨擾乱の低減を図る観測である。26年度は、gPhone#130をMIU 深度 100m予備ステージに gPhone#90
を地上（瑞浪地科学研究館測定室）に設置し、発破の影響のないデータを蓄積した。MIU 坑内は排水装置等の振動によ
り背景ノイズが高いため、#130のセンサードリフトは非線形な変動が顕著である。一方、#90のそれはほぼ線形であり、
絶対重力計によるドリフトレートの評価が容易である。また、MIU 坑内で測定される気圧は、地下深くなるほど地上気
圧との差異が大きくなる。したがって、サブマイクロガルの変動を議論するには、センサードリフトと大気擾乱の補正
手法の工夫が課題である。発表では、ノンパラメトリックモデリングによる非線形ドリフト低減と気象庁メソ客観解析
を用いた大気擾乱の評価についての試みを紹介する。
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機構　東濃地科学センターの青栁芳明氏にはMIU 坑内での観測および降雨データに便宜を頂いている。
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